
Kid's☆garden 

【
二
十
四
節
気
】 

 

芒
種
（
ぼ
う
し
ゅ/ 

六
月
五
日

頃
） 

稲
や
麦
な
ど
の
穂
の
な
る
穀
物

の
種
を
蒔
く
頃
と
い
う
意
味

で
、
稲
作
で
は
繁
忙
期
を
迎
え

ま
す
。 

 

夏
至
（
六
月
二
十
一
日
頃
） 

文
字
通
り
「
夏
に
至
る
」
こ
の

頃
か
ら
夏
の
盛
り
に
向
か
い
ま

す
。
ま
た
、
太
陽
が
最
も
高
く

の
ぼ
り
昼
の
時
間
が
最
も
長
く

な
り
ま
す
。 

【6月行事予定】 

  保育参観（きりん） 

（９：３０までに登園） 

  尿検査（年少以上） 

  内科健診（全園児対象） 

  不審者対応訓練（９：３０までに登園） 

  歯科健診（全園児対象） 

  

  ま
た
六
月
は
、
消
防
署
の
方
々
を
招
い
て
の
消
防
訓
練
教

室
も
あ
り
ま
す
。
最
近
日
本
全
土
で
地
震
が
頻
発
し
て
お

り
心
配
し
て
い
ま
す
。
こ
の
千
葉
で
も
つ
い
最
近
閉
園
の

時
間
帯
に
大
き
め
の
地
震
が
あ
り
ま
し
た
。
当
然
な
が
ら

地
震
（
災
害
）
は
い
つ
来
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
素
人
考

え
で
す
が
、
大
き
な
地
震
が
発
生
し
て
い
な
い
エ
リ
ア
こ

そ
気
を
付
け
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
東
日
本
の

地
震
を
経
験
し
た
エ
リ
ア
の
保
育
園
の
み
な
さ
ん
と
同
じ

く
ら
い
の
危
機
感
を
持
っ
て
、
日
々
の
保
育
に
臨
ま
な
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
最
後
に
、
夏
が
始
ま
り
ま
す
。

六
月
後
半
に
は
プ
ー
ル
開
き
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
屋
上

に
新
し
い
プ
ー
ル
が
設
置
さ
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
ア
ウ

ト
ド
ア
の
イ
ベ
ン
ト
は
じ
め
楽
し
い
計
画
が
目
白
押
し
の

こ
と
と
思
い
ま
す
。
幼
児
期
の
家
族
の
一
番
楽
し
い
時
期

で
す
。
楽
し
い
思
い
出
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
下
さ
い
。
同

時
に
、
水
難
含
め
、
事
故
が
一
番
多
い
時
期
に
入
り
ま

す
。
く
れ
ぐ
れ
も
く
れ
ぐ
れ
も
、
お
気
を
付
け
下
さ
い
。 

 

一
部
の
ク
ラ
ス
で
保
育
参
観
が
始
ま
り
ま

す
。
平
素
我
が
子
が
保
育
園
で
ど
ん
な
ふ
う

に
過
ご
し
て
い
る
の
か
、
保
護
者
の
み
な
さ

ん
に
と
っ
て
は
、
興
味
津
々
な
と
こ
ろ
だ
と

思
い
ま
す
。
大
分
昔
の
話
で
す
が
、
私
も
娘

の
保
育
参
観
は
楽
し
み
で
し
た
。
子
ど
も
達

の
成
長
に
合
わ
せ
、
保
育
参
観
も
保
護
者
参

加
型
か
ら
参
観
重
視
型
と
様
々
で
す
が
、
参

観
当
日
は
我
々
が
ど
ん
な
に
平
静
を
装
っ
て

も
、
子
ど
も
達
は
い
つ
も
と
違
う
異
変
を
感

じ
取
り
、
“
き
ょ
う
は
な
に
か
が
あ
る
！
”

（
笑
）
と
反
応
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
も

一
興
と
思
っ
て
是
非
お
時
間
を
作
っ
て
、
楽

し
み
に
見
に
来
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

 

令
和
五
年
水
無
月
（
六
月
）  

 

【6月保育時間内カルチャー】  

 ぱんだ  きりん  ぞう・らいおん  

 英    語 ８（木）１５（木）２２（木）２９（木） ６（火）１３（火）20（火）２７（火） 

 体    操  １（木）８（木）１５（木）２２（木）２９（木） 

５（月）１９（月） １２（月）２６（月） 

６（火）２０（火）  

 知    育  ７（水）１４（水）２１（水） 

 食    育  ２（金） 

春
の
親
子
キ
ャ
ン
プ 
昨
秋
に
続
き
、
春
の
親
子
キ
ャ
ン
プ
行
っ
て
き
ま
し

た
。
今
回
は
津
田
沼
園
か
ら
三
家
族
、
奏
の
杜
園
か
ら
八
家
族
の
み
な
さ

ん
に
ご
参
加
頂
き
ま
し
た
。
先
ず
は
必
要
な
物
を
レ
ン
タ
ル
し
参
加
す
る

方
や
、
自
前
の
こ
だ
わ
り
の
キ
ャ
ン

プ
道
具
を
揃
え
て
参
加
す
る
方
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ベ
ル
に
合
わ
せ

て
楽
し
ん
で
頂
け
た
か
と
思
い
ま

す
。
キ
ャ
ン
プ
の
い
い
と
こ
ろ
の
一

つ
は
、
一
緒
に
な
っ
た
み
な
さ
ん
で

更
に
仲
が
良
く
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
い
ろ
ん
な
企
画
を
し
ま

す
が
、
無
理
せ
ず
、
参
加
で
き
る
と

こ
ろ
で
キ
ッ
ズ
☆
ガ
ー
デ
ン
ラ
イ
フ

を
楽
し
ん
で
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。 

 



『我が家とKid's☆garden』③ らいおん組（年長）鈴木唯央ちゃん、きりん組（３歳）透佳ちゃん お母さま  

新学期が始って２ヶ月たち、木々の柔らかった緑も濃くなってきました。 

みなさんもそろそろ新生活に慣れて来た頃ではないでしょうか。 

 

我が家とキッズガーデンについてお話をさせていただきたいと思います。 

まず出会いは今から５年前に遡ります。長女がうさぎ（１歳時クラス）、次女はりす（０歳児クラス）からお世話になっております。今回は、キッズ生活last yearに

なった長女に焦点をあててお話をさせて頂こうかと思います。 

我が家は、他の保育園に入園させる気があまりありませんでした。キッズ独自の保育時間内でできるカルチャーに惹かれ、是非こちらに入園させたいと思ったのです。 

カルチャーは、子どもにとって沢山の可能性が広がること、将来何か困難に立ち向かったとき乗り越えられる力をつけられると考えたからです。 

キッズガーデンは大変人気があり、入園するのは狭き門でした。60人近くの応募者がありましたが、幸いなことに長女の入園が決まり、奇跡と思ったくらいです。同時

に大袈裟ですが、運命も感じました。 

初めての育児、初めての保育園生活、親同士の友人関係にとてもドキドキしていたことを今でも昨日のように覚えております。 

ただ、キッズに入園することに希望を胸に抱く反面、次女の産休中というのもあって、毎日ずっと長女と一緒に過ごした日々から卒業することの寂しさと不安で戸惑った

ことも事実でした。 

母子共々極度な人見知りなのですが、娘は同い年くらいのお友達や初めての場所に弱く、目をつむって手で顔をおおってしまうくらいシャイでしたので、生きていく上で

大丈夫かと、とても心配でした。 

私も妊娠中ということもあり、神経質になっていたのか、先生方に沢山の要望や不安を事前にお話し致しましたが、嫌な顔ひとつせず、「大丈夫ですよ。お任せくださ

い」と優しく笑顔でおっしゃってくださったことを思い出します。 

不安で仕方がなかった私の安心材料だったのが、必ず先生が降園する際、きめ細やかに様子を伝えてくださったことと、前向きで丁寧なお便りノートでした。実際、心配

は杞憂に終わり、２ヶ月後くらいに教室をのぞいたときには、一人で夢中で遊んでいたり、５月の遠足の「はいチーズ」の写真では、今までみたこともない笑顔で写って

おりました。長女は逞しくなり、ここに任せておけば大丈夫と、その時思ったものです。 

言葉数も少なかった娘でしたが、おしゃべりも数ヶ月でとても上手になりました。 

娘を笑顔にしたりおしゃべり上手にしたりとキッズの先生の力は本当に魔法みたいだなと思います。 

また、キッズの先生方は、担任の先生でなくても子どもの名前を覚えてくださり笑顔で挨拶してくれてこちらもとても嬉しいです。長女次女共に幸せ者だなと感じており

ます。 

 

月日が流れ、長女、次女はカルチャーを全て受け始めました。長女はどれも楽しく「小学生になってもやめたくない！だって楽しいんだもん。学童もキッズでやる！」と

張り切っています。それは、カルチャーの先生、担任の先生のしっかりしたサポートがあるからこその言葉です。感謝しております。 

 

ぱんだぐみでは泣きながらやっていた新体操も今では、発表会で笑顔と自信に満ち溢れた顔でやっている姿があります。他にもカルチャーで色々とやらせていただいてお

りますが、ピアノの発表会や空手の練習姿、どれも堂々としていて（上手、下手は別として）自己肯定感が高い子に育っているのではと感じております。そのように娘が

育ったのはキッズガーデンの愛情深い先生方のおかげと言っても過言ではありません。 

園長先生をはじめとして先生方には感謝の気持ちでいっぱいです。 

 

次女も沢山の愛情を注がれ、すくすく成長し、長所を伸ばす方向性で育てていただいておりますので、これからの長女、次女二人の成長が楽しみです。 

 

長い保育園生活のなかでは、長女も次女もそうでしたが、時にはつまづいたり困難に立ち向かわなくてはならないこともあります。でも、長期的な目で子どもの力を信じ

たいと思います。子どもには大人が思う以上に無限の力があります。必ず、乗り越えられる日が来る筈です。 

みなさんも素敵なキッズライフを送れますように。 



幼児体育講師の佐藤たえ子先生 

 皆さんこんにちは、 

 幼児体育講師の佐藤たえ子です。 
 

 いよいよ夏になり、 

 子供達は熱中症防止にパッと汗をかいて夏向きの体作りをしています。 

 しっかり水分補給して、たくさん動いて元気に過ごして欲しいです♪ 
 

 きりん組は鉄棒にチャレンジしています。 

 ぶら下がるのと、豚の丸焼きを練習中です。 
 

 豚の丸焼きは怖くて泣いてしまう子も何人かいましたが、 

 それでも頑張ってる姿がかっこ良かったです！ 
 

 ぞう、らいおん組は鉄棒と跳び箱を頑張ってます。 

 跳び箱はみんながやりたい！と元気良くリクエストしてくれました。 

 「やりたい！」や「出来る！」というポジティブな言葉を発するだけで、子供達は良いエネルギーでどんどん上達します。 
 

 夏は子供達が大きく成長すると思ってます。 
 

 とても楽しみです！ 

リトミック 井手口 佳奈子先生  

 ぱ ん だ き り ん ぞ う ・ らいおん  

５月レポート 

母の日のプログラムとして、お母さんのお手伝い

をしようと言うテーマで活動を行いました。ス

カーフを使ってお洗濯をはさます。ごしごしごー

し！とリズムに合わせて汚れを落としたりぐるぐ

る洗濯機に入れて回したり、高い音に合わせて高

い場所に干したりしました。先生の話をよく聞き

ながらも、とても楽しそうに音楽に合わせて動い

ている様子が見られました。 

母の日のプログラムでは、とても楽しそ

うにお洗濯の活動をしていました。即時

反応がとても上手になってきました。音

楽やリズム聞いてすぐに反応し動くこと

ができています。また音符を見て、少し

複雑なリズムを叩いたりステップしたり

することもできるようになってきまし

た。 

年長クラスのお友達が良いお手本となって、クラスを

リードしてくれるので、年中さんとしては少し難しい内

容も取り組むことができています。頭で理解できてもま

だ体が動かないところもありますが、上手にできている

お友達を見ながら真似することですぐにできるようにな

ります。特にポリリズム(手と足のステップが別々のリズ

ム)の課題では、最初は意味がわからなかったけれど、2

回3回と重ねてやっていくうちに少しずつできるように

なってきています。  

６月指導計画 
梅雨のプログラムです。雨の中、かたつむりさん

や蛙さんにであったり、水たまりで遊んだりしま

す。  

梅雨のプログラムです。大きいガマガエ

ルと小さいアマガエルに出会います。ダ

イナミクスを感じて表現できるようにな

るといいですね。  

音の高低でカノンを行っていきます。  




